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菊
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／
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日
（
金
）
～
二
十
四
日
（
木
） 

 
 
 

午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
土
日
祝
は
午
前
十
時
～
午
後
五
時
） 

 
会
場
／
京
都
大
学
附
属
図
書
館 

一
階
閲
覧
室 
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は
じ
め
に 

  

当
館
で
は
二
年
に
一
度
貴
重
書
を
中
心
と
し
た
公
開
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
久
々
に
会
場
を
館
内
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
度
・
二
十
二
年
度
に
貴
重

書
指
定
を
受
け
た
資
料
の
中
か
ら
、
江
戸
期
の
地
理
学
者
「
山
村
才
助
」
自
筆
本

と
、
幕
末
・
明
治
前
期
の
儒
者
・
文
人
「
菊
池
三
渓
」
自
筆
本
を
取
り
上
げ
、
そ
の

関
連
書
と
と
も
に
展
示
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
、
研
究
や
文
筆
活
動
に

か
け
る
筆
者
の
情
熱
と
旺
盛
な
知
識
欲
が
見
て
取
れ
ま
す
。 

 

こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、
昔
の
学
者
文
人
達
の
知
に
賭
け
る
情
熱
を
感

じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

   
 
 

山
村
才
助
（
や
ま
む
ら 

さ
い
す
け 

一
七
七
〇
―
一
八
〇
七
） 

山
村
才
助
は
江
戸
期
の
地
理
学
者
。
名
は
昌
永
、
字
は
子
明
、
夢
遊
道
人
と

号
す
。
土
浦
藩
出
身
で
、
江
戸
藩
邸
に
生
ま
れ
た
。
大
槻
玄
沢
に
師
事
し
て

蘭
学
を
学
び
、
玄
沢
の
私
塾
「
芝
蘭
堂
の
四
天
王
」
の
一
人
と
言
わ
れ
た
秀

才
で
あ
っ
た
。
多
く
の
蘭
書
・
地
理
学
書
の
翻
訳
著
述
を
行
っ
た
。
代
表
的

な
著
述
業
と
し
て
新
井
白
石
の
「
採
覧
異
言
」
の
誤
り
を
訂
正
し
た
「
訂
正

増
訳
採
覧
異
言
」
や
、
幕
命
に
よ
り
訳
出
し
た
「
魯
西
亜
国
志
」
な
ど
が
あ

る
。
山
村
才
助
の
訳
出
業
は
幕
府
や
幕
末
の
知
識
人
の
海
外
へ
の
知
識
の
源

泉
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
惜
し
く
も
三
八
歳
で
早
逝
し
、
没
後
に
刊
行

さ
れ
た
書
物
が
少
な
い
た
め
、
今
日
、
一
般
に
は
あ
ま
り
名
を
知
ら
れ
て
い

な
い
。 

 

●
参
考
文
献 

鮎
沢
信
太
郎
『
山
村
才
助
』
（
『
人
物
叢
書
』
三
四
） 

 

           
  

菊
池
三
渓
（
き
く
ち 

さ
ん
け
い 

一
八
一
九
―
一
八
九
一
） 

幕
末
・
明
治
前
期
の
儒
者
・
文
人
。
名
は
純
。
字
は
子
顕
。
三
渓
の
ほ
か

晴
雪
楼
主
人
、
鉄
屏
書
屋
主
人
な
ど
と
号
す
。
紀
州
藩
儒
菊
池
梅
軒
の
子

と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
藩
主
が
第
一
四
代
将
軍
家
茂
と
な
っ
た
の
に

伴
い
、
将
軍
侍
講
と
な
る
。
し
か
し
、
や
が
て
政
変
に
よ
り
職
を
辞
し
て

退
隠
し
た
。
明
治
に
入
っ
て
、
下
館
、
笠
間
、
土
浦
の
各
藩
に
出
仕
。
そ

の
後
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
の
各
地
を
転
々
と
し
つ
つ
、
警
視
庁
御
用
掛

や
大
阪
府
中
学
一
等
教
諭
を
勤
め
た
。
そ
の
一
方
で
、
新
聞
・
雑
誌
等
に

詩
文
を
発
表
し
、
人
気
を
博
し
た
。
主
な
著
作
に
「
東
京
写
真
鏡
」
「
本

朝
虞
初
新
誌
」
な
ど
が
あ
る
。
当
館
に
は
、
三
渓
の
養
子
で
日
本
画
家
の

菊
池
左
馬
太
郎
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
自
筆
稿
本
が
以
前
か
ら
貴
重
書
と
し
て

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

●
参
考
文
献 

福
井
辰
彦 

「
あ
る
儒
者
の
幕
末
―
菊
池
三
渓
伝
小
攷
」 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
『
論
究
日
本
文
學
』
八
九
号
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
） 
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山
村
才
助
展
示
解
説 

一
．
夢
遊
漫
筆 

 
 

山
村
才
助
自
筆 

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
） 

 
 

（
平
成
二
十
一
年
度
貴
重
書
指
定
） 

「
十
二
宮
次
」
に
は
じ
ま
り
「
都
奈
葛
乙
（
ツ
ナ
カ
イ
）
」
説

に
終
わ
る
、
山
村
才
助
自
筆
の
小
冊
子
。
元
表
紙
の
墨
書
か
ら

寛
政
六
年
の
雑
記
と
わ
か
る
。
本
書
は
昭
和
二
年
（
一
九
二

七
）
に
当
館
蔵
書
と
し
て
購
入
さ
れ
た
の
ち
、
長
ら
く
普
通
書

と
し
て
配
架
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
松
田
清
教
授
（
人
間
・
環

境
学
研
究
科
）
の
研
究
に
よ
り
貴
重
な
自
筆
資
料
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
貴
重
書
指
定
と
な
っ
た
。
裏
表
紙
見
返
し
に
あ

る
墨
書
に
よ
れ
ば
「
夢
遊
漫
筆
」
自
筆
本
は
余
程
の
巻
数
が

あ
っ
た
が
、
『
西
洋
雑
記
』
の
出
版
さ
れ
た
嘉
永
元
年
、
火
事

に
よ
り
焼
亡
し
、
唯
一
残
っ
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
（
八
頁
「
夢

遊
漫
筆
の
焼
亡
」
参
照
）
。
才
助
の
著
書
『
西
洋
雑
記
』
は
、
ゴ
ッ

ト
フ
リ
ー
ト
『
史
的
年
代
記
』(

展
示
資
料
三
）
そ
の
他
の
蘭

書
か
ら
珍
説
奇
話
や
博
物
記
事
を
抜
き
出
し
て
編
訳
し
た
も
の

で
、
も
と
も
と
「
夢
遊
漫
筆
」
の
な
か
に
編
集
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
な
か
か
ら
最
初
の
四
巻
だ
け
が
没
後
四
十
年
の
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

展
示
箇
所
は
、
才
助
が
オ
ラ
ン
ダ
語
初
学
者
用
の
蘭
書
『
レ
ッ

テ
ル
・
コ
ン
ス
ト
』
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
部
分
で
、
展
示
資

料
二
に
、
そ
の
部
分
が
見
ら
れ
る
。 

『夢遊漫筆』（10-05/ム/1貴）   

 元表紙の墨書    

 

『夢遊漫筆』 

 裏表紙見返しの墨書 

 

＜展示箇所＞「レッテルコンスト」ニ曰･･･と

いう記述が見える。 

『西洋雑記』 

嘉永元年 

（1848）刊 

（5-88/セ/2B） 
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二
．H

akvo
o

rd
, B

are
n

d
 

 
 

O
p

reg
t o

n
d

erw
ys va

n
 d

e lett
er-ko

n
st. 

 
 

 
 

A
m

sterd
am

. 1
7

5
2

.   

 
 

（
平
成
二
十
二
年
度
貴
重
書
指
定
） 

ハ
ッ
ク
ホ
ー
ル
ト
『
レ
ッ
テ
ル
・
コ
ン
ス
ト
』
。
蘭
学
の
祖
、

青
木
昆
陽
が
オ
ラ
ン
ダ
語
を
習
得
す
る
の
に
用
い
た
と
さ
れ
る

蘭
書
で
、
初
学
者
用
に
単
語
や
文
章
の
決
ま
り
な
ど
を
簡
明
に

記
し
た
も
の
。
本
書
は
、
二
〇
〇
四
年
度
購
入
「
蘭
学
関
係
貴

重
原
書
」
の
う
ち
の
一
冊
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
図
書
館
で
も
稀
少

な
一
七
五
二
年
出
版
の
完
本
で
あ
る
。
当
館
は
江
馬
本
（
江
馬

蘭
学
塾
旧
蔵
本
）
に
も
『
レ
ッ
テ
ル
・
コ
ン
ス
ト
』
一
冊
を
所

蔵
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
本
文
一
九
―
六
三
頁
の
み
か
ら

な
り
、
巻
頭
巻
末
を
欠
く
た
め
、
版
種
の
同
定
が
困
難
で
あ

る
。 

展
示
箇
所
は
「
ロ
メ
イ
ン
ス
（
ロ
ー
マ
ン
書
体
）
」
「
イ
タ
リ

ヤ
ー
ン
ス
（
イ
タ
リ
ッ
ク
書
体
）
」
に
つ
い
て
の
解
説
頁
。 

『レッテル・コンスト』標題紙      

（オランダ/KS/443/2貴） 

 

＜展示箇所＞ 

右頁の中ほどが「ローマン書体」の小文字・大文字、 

同下段「イタリック書体」の小文字・大文字。                 

江馬本『レッテル・コンスト』 

（3-5/O6/特（江）） 
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三
．G

o
ttf

ried
, Jo

h
an

n
 Lu

d
w

ig 
 

 
 

H
isto

risch
 C

h
ro

nyck.  Leyd
en

. 1
6

9
8

. 

 
 

V
o

l.1
.  

 
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
『
史
的
年
代
記
』
。
標
題
紙
欠
落
の
た
め
、

ラ
イ
デ
ン
の
書
店
主
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ア
ー
（V

an
 d

er A
a

）
が

出
版
し
た
三
巻
本
（
一
六
九
八
―
一
七
〇
〇
）
、
同
じ
く
四
巻

本
（
一
七
〇
二
）
の
い
ず
れ
か
不
明
で
あ
っ
た
が
、
松
田
教
授

の
調
査
に
よ
り
前
者
の
第
一
巻
と
判
明
。
挿
絵
の
銅
版
画
を
目

当
て
に
破
り
取
ら
れ
た
よ
う
で
欠
丁
が
著
し
い
。
詳
細
は
、
松

田
教
授
の
ブ
ロ
グ
「
や
せ
細
っ
た
蘭
書
」
に
綴
ら
れ
て
て
い
る

（
十
頁
参
照
）
。 

本
書
に
は
、
内
容
構
成
ま
た
は
挿
図
の
解
説
を

墨
書
し
た
貼
紙
が
九
枚
あ
る
。
松
田
教
授
の
研
究
か
ら
、
こ
れ

ら
の
墨
書
は
山
村
才
助
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
本
が
才
助
の
手

沢
本
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
随
所
に
「JO

SIW
O

」
の
朱
印
・

黒
印
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
阿
蘭
陀
通
詞
に
し
て
蔵
書
家
の

吉
雄
幸
左
衛
門
の
旧
蔵
書
で
も
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
展
示

箇
所
は
才
助
に
よ
る
貼
紙
の
う
ち
の
一
枚
で
あ
る
。 

 
(

山
村
才
助
展
示
・
参
考
資
料) 

松
田
清
『
洋
学
の
書
誌
的
研
究
』
臨
川
書
店 1998, p

p
.457

-468
 

松
田
教
授
ブ
ロ
グ
（
松
田
清
のto

n
sa

日
記//B

lo
g 

R
angaku 

蘭
学
）h

tt
p

://

d
.h

aten
a.n

e.jp
/to

n
sa/

（
参
照2011/11/09

） 

松
田
教
授
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
蘭
学A

B
C

」
よ
り
「
夢
遊
漫
筆
の
焼
失
」h

tt
p

://

w
w

w
.u

sers.iim
c.kyo

to
-u

.ac.jp
/~z59335/in

dex.h
tm

l

（
参
照2011/ 

11/09

） 

（右写真） 

本文第1ページ 

中央図版の左下に「JOSIWO」の朱印 

『史的年代記』（5-0/H3貴） 

（左写真） 

本文第1ページの前の図版  

右頁の図版下に「JOSIWO」の黒印 
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菊
池
三
渓
展
示
解
説 

一
．
学
聚
堂
叢
書 

 
 

菊
池
三
渓
自
筆 

二
十
二
冊 

 
 

（
平
成
二
十
二
年
度
貴
重
書
指
定
） 

本
書
お
よ
び
展
示
資
料
二
『
近
世
古
文
所
見
集
』
は
、
長
ら
く
普

通
書
と
し
て
配
架
さ
れ
て
い
た
が
、
福
井
辰
彦
氏
（
立
命
館
大
学

文
学
部
講
師
）
の
本
学
在
学
中
か
ら
の
研
究
に
よ
り
、
三
渓
研
究

の
重
要
な
一
次
資
料
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
貴
重
書
指
定
と

な
っ
た
。
本
書
の
内
容
は
、
和
漢
の
諸
書
か
ら
詩
文
を
抄
出
し
た

も
の
。
明
確
な
方
針
の
下
に
編
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
折

り
に
触
れ
書
き
た
め
た
も
の
を
三
十
か
ら
五
十
丁
ず
つ
合
綴
し
て

い
る
。 

展
示
箇
所
①
は
、
津
阪
東
陽
著
『
夜
航
餘
話
』
巻
下
を
全
文
書
写

し
た
冒
頭
部
分
。
細
か
く
几
帳
面
な
三
渓
の
筆
跡
が
よ
く
わ
か
る

箇
所
で
あ
る
。 

展
示
箇
所
②
は
、
第
二
十
一
冊
所
収
「
新
選
絶
句
格
」
の
冒
頭
部

分
。
「
三
渓 

菊
池
純 

編
集
」
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
実
際
は
、
宋
・
于
済
が
編

ん
だ
唐
宋
詩
の
選
集
で
、
近
世
後
期
の
日

本
で
よ
く
読
ま
れ
た
『
聯
珠
詩
格
』
か
ら

の
抜
粋
で
あ
る
。 

＜展示箇所②＞  

『学聚堂叢書』第二十一冊

「新選絶句格」冒頭      

（4-02/カ/7貴） 

＜展示箇所①＞  

『学聚堂叢書』第七冊         

「夜航餘話」冒頭 

『夜航餘話』（4-06/ヤ/1） 

天保七年（1836）刊      

 

刊本巻下の冒頭 
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二
．
近
世
古
文
所
見
集 

 
 

菊
池
三
渓
自
筆 

明
治
六
年
頃
（
一
八
七
三
） 

二
巻
一
冊 

 
 

（
平
成
二
十
二
年
度
貴
重
書
指
定
） 

頼
山
陽
、
大
槻
磐
渓
、
林
鶴
梁
、
松
林
飯
山
な
ど
、
近
世
後
期
か

ら
明
治
に
か
け
て
の
儒
者
・
文
人
の
文
二
十
八
編
を
抄
出
し
た
も

の
。
『
学
聚
堂
叢
書
』
（
展
示
資
料
一
）
の
よ
う
な
単
な
る
抜
書

で
は
な
く
、
一
書
と
し
て
ま
と
め
よ
う
と
す
る
編
纂
意
図
が
あ
る

程
度
認
め
ら
れ
る
。 

展
示
箇
所
は
、
巻
二
に
所
収
さ
れ
て
い
る
、
依
田
学
海
著
「
白
虎

隊
殉
節
図
跋
」
の
冒
頭
部
分
。
依
田
学
海
は
、
三
渓
と
同
時
期
に

活
躍
し
た
漢
学
者
で
交
遊
も
深
か
っ
た
。
既
に
貴
重
書
に
指
定
さ

れ
て
い
る
自
筆
稿
本
の
中
に
は
、
三
渓
と
学
海
の
交
遊
を
示
す
資

料
も
あ
る
。 

『酒痕灯影詩』（4-07/シ/3貴） 

この稿本に所収の「訪依田百

川、和其東京留別詩韻、寄贈」

（三渓、七律）（写真上）と、

巻末「留別東京諸友」（依田学

海、七律）（写真左）は、二人

の唱和。 

大槻磐渓「齋藤子徳

墓表」の冒頭。磐渓

の文は、計四編収め

られている。 

頼山陽「孟子論」の

冒頭。頼山陽の文

は、計三編収められ

ている。 

『近世古文所見集』（4-02/キ/5貴）   

『三渓遺稿』（4-05/サ/1貴） 

この稿本に所収の「*与依田百川

書+」は、三渓が学海に宛てた尺

牘。 
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三
．
晴
雪
楼
雑
稿 

 
 

菊
池
三
渓
自
筆 

明
治
十
九
―
二
十
一
年
（
一
八
八
六
―
一 

 
 
 

八
八
八
） 

既
に
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る
三
渓
自
筆
稿
本
の
ひ
と
つ
。
明

治
十
九
年
か
ら
二
十
一
年
の
種
々
の
文
稿
を
集
め
た
も
の
。
同
じ

作
品
の
重
複
を
含
め
、
六
十
三
点
の
作
品
の
原
稿
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。 

展
示
箇
所
は
、
『
源
氏
物
語
』
「
若
紫
」
を
漢
訳
し
た
部
分
。
本

書
に
は
、
も
う
一
点
「
若
紫
」
が
あ
り
、
同
じ
原
稿
を
何
人
か
に

見
せ
て
批
正
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
原
稿
に
は
、
批

点
や
評
語
が
大
量
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
創
作
・
推

敲
の
過
程
や
文
人
間
の
交
遊
の
様
子
が
し
の
ば
れ
る
。
「
若
紫
」

は
、
三
渓
著
『
訓
点
訳
準
綺
語
』
（
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一

一
）
刊
）
に
所
収
さ
れ
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
自
筆
稿
本

『
晴
雪
楼
遺
稿
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
草
稿
に
は
、
三
渓
の

著
書
で
有
名
な
『
本
朝
虞
初
新
誌
』
の
草
稿
も
収
め
ら
れ
て
い

る
。 

                

（
菊
池
三
渓
展
示
・
参
考
資
料) 

日
野
龍
夫
「
菊
池
三
渓
自
筆
詩
文
稿
」
（
『
国
語
国
文
』
四
六
（
九
）
号
、 

一

九
九
七
年
九
月
） 

福
井
辰
彦
「
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
菊
池
三
渓
自
筆
稿
本
目
録
（
一
）
―

（
三
）
」
（
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
二
四
―
二
六
号
、
二
〇
一
〇
年
九

月
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
二
〇
一
一
年
九
月
） 

『晴雪楼雑稿』（4-05/セ/2貴 ）         

展示箇所「若紫」末尾。「清」は三

渓の弟子だった足立敬亭（名清三）

と思われる。足立敬亭は、小説家・

足立巻一の祖父である。         

「若紫」原稿二種の冒頭 

『本朝虞初新誌』

（4-47/ホ/4） 

明治十六年

（1883）刊 

『晴雪楼遺稿』（4-05/セ/1貴）                     

『本朝虞初新誌』所収「稗史小

傳」の草稿。       
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「
夢
遊
漫
筆
」
の
焼
亡 

  

地
理
学
者
山
村
才
助
に
西
洋
の
珍
説
奇
話
を
集
め
た
『
西
洋
雑
記
』
が
あ

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
序
文
（
享
和
改
元
秋
八
月
朔
旦
山
村

昌
永
識
と
あ
る
）
に
よ
れ
ば
、
蘭
書
を
読
み
進
み
な
が
ら
、
「
読
書
文
義
語

路
に
係
る
者
」
と
「
紀
事
奇
談
雑
伎
物
産
等
」
の
二
種
を
「
懐
中
の
小
紙
」

に
抜
き
書
き
し
て
行
く
う
ち
に
、
歳
月
と
共
に
「
筺
笥
中
に
充
盈
」
し
た
の

で
、
後
者
を
『
西
洋
雑
記
』
と
名
づ
け
、
「
実
学
の
用
に
中
ら
ず
と
い
へ
ど

も
或
以
て
聞
見
を
資
く
る
に
足
ら
ん
か
」
と
多
少
の
意
義
を
認
め
つ
つ
も
、

「
君
子
の
覧
に
呈
」
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
「
遺
忘
に
供
す
る
」
こ
と

に
し
た
と
言
い
訳
を
し
て
い
る
。
『
西
洋
雑
記
』
は
も
と
も
と
「
夢
遊
漫

筆
」
の
な
か
に
編
集
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
、
そ
の
な
か
か
ら
最
初
の

四
巻
だ
け
が
嘉
永
元
年
に
、
江
戸
の
鈴
木
文
苑
閣
か
ら
「
播
磨
屋
勝
五
郎
蔵

板
」
で
出
版
さ
れ
た
（
嘉
永
元
年
戊
申
三
月
刻
成
）
。 

 

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
「
夢
遊
漫
筆
」
一
冊
は
山
村
才
助
の
自
筆

本
で
、
『
国
書
総
目
録
』
で
は 

『
西
洋
雑
記
』
の
項
目
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
内
容
は
「
十
二
宮
次
」
「
西
洋
度
量
」
「
西
洋
文
字
」
に
は
じ
ま

り
、
「
天
啓
或
問
」
や
「
磐
水
先
生
甲
寅
来
貢
西
客
対
話
」
の
写
本
を
へ

て
、
「
都
奈
葛
乙
（
ツ
ナ
カ
イ
）
」
説
（
寛
政
甲
寅
仲
夏
桂
川
甫
周
国
瑞

識
）
に
終
わ
る
小
冊
子
で
あ
る
（
本
文
五
十
九
丁
に
元
表
紙
と
新
表
紙
）
。

元
表
紙
に
「
八
」
の
朱
字
の
あ
と
、
「
甲
寅
之
歳
春
正
月
初
三
于
時
西
洋
暦

数
一
千
七
百
九
十
四
年
小
東
洋
耶
波
尓
亜
国
後
学
山
昌
永
小
明
書
」
の
墨
書

が
見
え
る
の
で
、
寛
政
六
年
正
月
三
日
か
ら
同
五
月
す
ぎ
ご
ろ
ま
で
の
雑
記

と
わ
か
る
。
同
じ
元
表
紙
に
才
助
の
自
筆
で
「
夢
遊
漫
筆 

第
二
十
九
」
と

書
か
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
他
筆
で
あ
ろ
う
、
「
第
十
七
」
と
訂
正
し
、

脇
に
朱
字
で
「
脱
十
六
」
と
書
き
加
え
て
い
る
。 

 

本
文
１
オ
に
「
狩
野
氏
図
書
記
」
「
鵜
羽
蔵
書
之
印
」
そ
の
他
未
詳
の
印
記

が
二
つ
み
え
る
。
「
鵜
羽
蔵
書
之
印
」
の
鵜
羽
は
裏
表
紙
見
返
し
に
、
つ
ぎ

の
ご
と
く
重
要
な
事
実
を
書
き
記
し
て
い
る
人
物
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

右
夢
遊
漫
筆
は
余
程
の
巻
数
成
し
を
去
る
申
歳
黄
（
マ
マ
）
備
の
上
屋
敷
よ

り
失
火
に
て
悉
く
焼
亡
し
終
始
幸
に
此
一
冊
け
し
く
づ
し
や
不
知
今
秘
蔵
し

て
侍
ぬ 

嘉
永
六
癸
丑
年
四
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

鵜
川
酔
翁
蔵
「
鵜
直
之
印
」
「
字
子
羽
」
（
朱
印
） 

 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
夢
遊
漫
筆
」
自
筆
本
の
焼
亡
は
刊
本
の
出
版
さ
れ
た

嘉
永
元
年
の
こ
と
と
分
か
る
。
「
実
学
の
用
に
中
ら
」
な
い
「
夢
遊
漫
筆
」

の
全
体
像
は
、
も
は
や
永
遠
に
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
才

助
は
限
ら
れ
た
蘭
書
を
隅
か
ら
隅
ま
で
読
み
つ
く
し
、
好
奇
の
た
め
で
あ
れ

実
学
の
た
め
で
あ
れ
、
利
用
で
き
る
情
報
は
な
ん
で
も
利
用
し
て
い
る
。
そ

の
「
奇
話
」
の
な
か
に
、
聖
書
物
語
も
含
ま
れ
て
い
た
。
「
夢
遊
漫
筆
」
に

収
め
ら
れ
た
『
西
洋
雑
記
』
全
巻
の
写
本
が
す
ば
ら
し
い
挿
絵
入
り
で
、
京

都
府
立
総
合
資
料
館
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
る
。 

 

 
h

tt
p

://w
w

w
.u

sers.iim
c.kyo

to
-u

.ac.jp
/~z5

93
35

/ab
c/ab

c_m
a.h

tm
l 

(2001/1/7) 

松
田

清
研
究
室
「
蘭
学A

B
C

」
よ
り
転
載
（
ア
ク
セ
ス
日 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
） 

 

  

イ
タ
リ
ア
ン
ス
流 

 
  

 
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
書
体
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
、
イ
タ
リ
ッ
ク
、
ロ
ー
マ
ン
の

３
種
が
あ
る
こ
と
は
蘭
学
者
に
も
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
長
崎
へ
や
っ

て
き
た
蘭
学
生
や
蘭
癖
家
た
ち
に
、
正
し
く
伝
え
ら
れ
た
か
と
い
う
と
、
そ
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う
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。 

 
大
槻
玄
沢
が
天
明
五
年
に
長
崎
に
留
学
し
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
に
刊
行
し
た
『
蘭
学
階
梯
』
を
み
る
と
、
ロ
ー
マ
ン
書
体
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
大
文
字
が
二
六
種
掲
げ
ら
れ
、
「
右
は
ロ
メ
イ
ン
ス
ホ
オ
フ
ト

テ
ッ
テ
ル
と
云
体
な
り
、
こ
の
体
尤
も
簡
古
に
し
て
、
古
文
の
正
体
な
る
者
な

り
（
後
略
）
」
と
説
明
を
加
え
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
ロ
ー
マ
ン
書
体
の
小
文
字

（A

の
み
大
文
字
と
小
文
字a

）
を
示
し
、
「
右
は
ロ
メ
イ
ン
セ
レ
ッ
テ
ル
と
云

体
な
り
、
ロ
メ
イ
ン
セ
は
地
名
な
り
、
ま
た
別
に
ド
リ
ュ
ク
と
て
、
印
刻
に
用

る
一
体
あ
れ
ど
も
、
近
ロ
刊
行
の
書
、
皆
此
体
を
用
ゆ
」
と
い
う
。
こ
こ
ま
で

は
、
一
応
納
得
で
き
る
。 

 

 

す
な
わ
ち
、
「
ロ
メ
イ
ン
ス
ホ
オ
フ
ト
テ
ッ
テ
ル
」
はromeinsche 

h
o
o
f
d
l
e
t
t
e
r,
 

「
ロ
メ
イ
ン
セ
レ
ッ
テ
ル
」
はr

o
m
ei
n
s
c
he
 
letter

の
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ロ
ー
マ
ン
書
体
大
文
字
」
、
「
ロ
ー
マ
ン
書
体
の
文
字
」
を

意
味
す
る
。
た
だ
し
、
「
ド
リ
ュ
ク
」
は
お
そ
ら
く
、d

r
ukletter(

活
字
の

意
味
）
の
省
略
で
あ
り
、
文
意
が
通
じ
な
い
。
「
近
ロ
刊
行
の
書
、
皆
此
体

（
ロ
ー
マ
ン
書
体
）
を
用
ゆ
」
と
あ
る
の
で
、
文
意
か
ら
判
断
し
て
、
ゴ
シ
ッ

ク
書
体
を
あ
や
ま
っ
て
「
ド
リ
ュ
ク
」
と
呼
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 

つ
ぎ
に
玄
沢
は
、
イ
タ
リ
ッ
ク
書
体
の
小
文
字
を
掲
げ
、
「
右
は
テ
レ
ッ
キ

レ
ッ
テ
ル
と
云
ふ
体
な
り
、
テ
レ
ッ
キ
は
曳
な
り
、
運
筆
連
綿
し
た
る
所
を
、

曳
と
は
い
い
し
な
り
、
此
体
は
平
生
通
用
の
書
牘
等
に
用
ゆ
、
以
上
の
三
体

は
、
支
那
に
真
行
草
あ
る
が
如
し
、
最
用
の
品
な
り
」
と
も
っ
と
も
ら
し
く
解

説
し
て
い
る
。
こ
の
説
明
で
は
「
三
体
」
は
、
ロ
ー
マ
ン
書
体
大
文
字
、
ロ
ー

マ
ン
書
体
小
文
字
、
イ
タ
リ
ッ
ク
書
体
小
文
字
の
三
種
を
さ
す
こ
と
に
な
り
、

は
な
は
だ
具
合
が
悪
い
。
こ
こ
で
「
テ
レ
ッ
キ
レ
ッ
テ
ル
」
はtrekletter

（
大
文
字
）
の
こ
と
で
、
イ
タ
リ
ッ
ク
書
体
を
意
味
し
な
い
。trek

（
引
く
こ

と
）
に
も
と
づ
く
誤
っ
た
語
源
的
説
明
に
な
っ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ッ
ク
書
体
の

こ
と
を
、
当
時
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、i

t
a
l
i
aa
n
s
c
h
e
 
l
e
tt
e
r

と
読
ん
だ
。
玄
沢

は
「
タ
ラ
ッ
プ
デ
ル
ヱ
ウ
グ
ト
」
す
な
わ
ちTrap

 
der

 
jeugd(

童
蒙
階
梯
の

意
）
と
い
う
、
十
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
で
盛
ん
に
使
わ
れ
た
読
み
方
の
教
科
書
を

利
用
し
て
、
「
配
韻
」
す
な
わ
ち
音
節
表
を
示
し
て
い
る
が
、
肝
心
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
書
体
三
種
に
つ
い
て
は
、
こ
の
原
書
を
学
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。 

 

『
童
蒙
階
梯
』
は
版
を
重
ね
て
オ
ラ
ン
ダ
各
地
で
出
版
さ
れ
た
が
、
内
容
は

ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。
今
、
著
者
ヘ
ル
リ
エ
ル
スCarel

 
de

 
Gelliers

の

生
地
で
あ
る
レ
ー
ワ
ル
デ
ンLeeuwarden

のWigerus
 
Wigeri

書
店
が
出
版
し

た
一
七
七
五
年
版
を
み
る
と
、
標
題
紙
の
標
題
が
ゴ
シ
ッ
ク
、
ロ
ー
マ
ン
、
イ

タ
リ
ッ
ク
、
筆
写
体
の
四
種
で
印
刷
さ
れ
、
本
文
冒
頭
の
第
一
階
梯
に
は
、
こ

れ
ら
四
種
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
、Nederduysche

 
A,B,C.

 
Romeinsche 

A.B.C.
 
Italiaansche

 
A,B,C. 

Geschreven
 
A,B,C.

の
名
称
の
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
大
文
字
と
小
文
字
と
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

玄
沢
よ
り
も
は
や
く
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
「
イ
タ
リ
ア
ン
ス
流
」
書
体
に
関
心

を
寄
せ
た
人
物
に
、
加
賀
の
蕉
風
俳
人
堀
麦
水
（
天
明
三
年
没
、
歳
六
六
）
が

い
る
。
「
蘭
語
を
学
び
妖
術
を
知
る
」
（
金
沢
市
教
育
史
稿
、
六
〇
八
頁
）
と

い
う
伝
説
ま
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
蘭
癖
家
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
そ
の
著
『
山
中
夜
話
』
に
よ
れ
ば
、
明
和
八
年
七
月
十
五
日
に
、
大
通
詞

楢
林
重
右
衛
門
、
吉
雄
幸
左
衛
門
に
従
っ
て
、
長
崎
出
島
の
蘭
館
を
訪
れ
、

「
カ
ピ
タ
ン
部
屋
」
で
、
ヘ
ト
ル
（
次
席
館
員
）
の
「
ア
ル
メ
ナ
ヲ
ル
ト
」
、

小
通
詞
の
楢
林
長
次
郎
と
と
も
に
、
卓
袱
料
理
を
食
べ
月
見
を
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
「
長
崎
の
入
海
を
目
下
に
見
晴
ら
し
て
、
月
光
万
丈
の

銀
蛇
を
踊
ら
す
が
如
し
。
酒
三
杯
に
至
つ
て
」
、
豚
の
煮
物
が
出
た
と
こ
ろ

で
、
「
我
朝
の
見
ざ
る
所
の
興
也
」
と
て
、
麦
水
は
筆
を
と
り
「
い
ざ
給
へ
豚

名
月
と
興
ず
べ
き
」
の
一
句
を
、
長
次
郎
が
書
い
た
豚
の
字
の
「
蛮
書
」
を
そ

え
て
商
館
長
に
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ヘ
ト
ル
は
不
審
顔
で
、
出
さ
れ
た
豚
を

指
さ
す
だ
け
だ
っ
た
。
そ
こ
で
「
通
詞
則
再
び
書
し
て
空
の
満
月
を
指
さ
し
て

そ
の
趣
意
を
あ
ら
あ
ら
と
告
ぐ
」
と
、
や
っ
と
「
万
里
の
彼
方
へ
蕉
風
の
俗
談
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平
話
を
正
す
詞
お
ぼ
ろ
げ
に
も
通
じ
」
た
と
い
う
。
そ
の
証
拠
に
、
ヘ
ト
ル

は
「
め
づ
ら
し
、
不
測
（
ふ
し
ぎ
）
」
と
い
う
意
味
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
「
イ

タ
リ
ア
ー
ン
ス
の
風
に
」
書
い
た
の
だ
っ
た
。
麦
水
は
「
此
一
事
今
よ
り
後

は
可
有
事
あ
ら
ん
か
。
是
迄
に
我
始
め
て
な
ら
ん
と
」
思
い
、
「
豚
に
名
月

と
添
ふ
る
事
、
一
字
に
て
も
俗
談
を
雅
へ
引
く
貞
享
蕉
風
の
意
は
な
し
得

た
」
と
「
自
負
す
る
所
」
が
あ
っ
た
。 

 

こ
の
場
面
を
絵
に
し
て
麦
水
が
版
行
し
た
刷
り
物
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な

い
が
、
そ
の
上
部
に
は
「
イ
タ
リ
ア
ー
ン
ス
」
風
の
蘭
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。
通
詞
は
こ
の
俳
句
を
ロ
ー
マ
字
書
き
し
、
「
ヨ
ロ
ナ
ア 

ク
ト

ル
シ
ユ 

ヘ
ル
ケ
ン
ス 
モ
ウ
イ
マ
ア
ー
ン 

レ
イ
ク 

コ
ー
ム
」
と
い
う

オ
ラ
ン
ダ
語
訳
に
漢
訳
（
将
既
同
心
豚
名
月
興
可
）
を
添
え
て
、
や
っ
と
理

解
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
。
麦
水
が
つ
た
え
る
蘭
訳
は
、
豚
の
「
ヘ

ル
ケ
ン
ス
」v

e
r
k
e
n
s
 

名
月
の
「
モ
ウ
イ
マ
ア
ー
ン
」mooi

 
maan

以
外

は
、
意
味
不
明
で
あ
る
。
長
次
郎
は
「
豚 

v
e
r
k
e
n
s
 

ヘ
ル
ケ
ン
ス 

月 

m
a
a
n 

マ
ア
ー
ン
」
と
「
イ
タ
リ
ア
ン
ス
流
に
」
「
つ
る
文
字
に
横
に
書
」

き
、
指
さ
し
て
教
え
た
と
い
う
。 

 

こ
の
自
慢
話
か
ら
、
麦
水
が
「
「
イ
タ
リ
ア
ン
ス
流
」
と
呼
ん
だ
も
の

は
、
「
イ
タ
リ
ッ
ク
書
体
」
と
い
う
よ
り
は
、
筆
写
体
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
蘭
学
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
欧
文
書
体
の
理
解
は
実
に
困
難
で

あ
っ
た
。
（20

0
2
/
1
/
6
) 

 

注 

堀
麦
水
『
山
中
夜
話
』
は
『
麦
水
俳
論
集
』
（
日
置
謙
校
訂
、
昭
和
９
、
石
川
県
図

書
協
会
刊
）
所
収
。 

http://www.users.iimc.kyoto
-u.ac.jp/~z59335/abc/abc_a.html#ita

 

松
田

清
研
究
室
「
蘭
学ABC

」
よ
り
転
載
（
ア
ク
セ
ス
日 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
） 

 

 

や
せ
細
っ
た
蘭
書 

 

―
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
『
史
的
年
代
記
』
の
こ
と
― 

  

江
戸
時
代
に
お
け
る
西
暦
の
知
識
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
よ
っ
て
一
旦

途
絶
え
た
あ
と
、
十
八
世
紀
後
半
に
蘭
学
が
勃
興
す
る
に
お
よ
ん
で
、
阿
蘭

陀
通
詞
や
蘭
学
者
、
さ
ら
に
は
国
学
者
の
間
に
広
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
西

暦
ひ
い
て
は
西
洋
史
の
知
識
普
及
に
も
っ
と
も
貢
献
し
た
蘭
書
は
、
ゴ
ッ
ト

フ
リ
ー
ト
『
史
的
年
代
記
』
で
し
た
。 

 

本
書
は
聖
書
に
も
と
づ
く
編
年
体
の
世
界
史
で
す
。
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
で
一
六
三
〇
年
に
初
版
が
出
ま
し
た
。
豊
富
な
銅
版
挿
絵
は
版
画
家

マ
テ
ウ
ス
・
メ
リ
ア
ン
に
よ
り
ま
す
。
十
八
世
紀
中
葉
ま
で
に
六
版
を
数

え
、
少
年
ゲ
ー
テ
の
愛
読
書
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
ド
イ
ツ
で
も

イ
ギ
リ
ス
で
も
聖
書
に
も
と
づ
く
世
界
史
が
主
流
で
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の

哲
学
者
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
聖
書
に
も
と
づ
か
な
い
世
界
史
『
風
俗
史
論
』

（
一
七
五
六
）
を
著
し
、
啓
蒙
主
義
的
な
文
明
史
観
を
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広

め
ま
し
た
。 

 

蘭
学
の
勃
興
期
に
舶
載
さ
れ
た
の
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
流
の
世
界
史
で
は

な
く
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
『
史
的
年
代
記
』
の
蘭
訳
だ
っ
た
の
で
す
。
一
番

先
に
こ
れ
を
入
手
し
た
の
は
阿
蘭
陀
通
詞
吉
雄
幸
左
衛
門
で
し
ょ
う
。
安
永

七
年
に
長
崎
に
出
か
け
た
豊
後
の
儒
医
三
浦
梅
園
は
、
吉
雄
か
ら
こ
の
蘭
書

を
見
せ
ら
れ
、
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
話
を
聴
き
、
西
欧
に
は
年
号
も
干
支
も
な

く
、
そ
の
年
が
開
闢
以
来
五
七
二
八
年
、
耶
蘇
降
誕
以
来
一
七
七
八
年
に
当

た
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

 
吉
雄
の
蔵
本
は
蘭
訳
第
二
版
（
一
六
九
八
）
で
し
た
が
、
平
戸
藩
主
松
浦

清
（
の
ち
静
山
）
は
ほ
ど
な
く
蘭
訳
初
版
（
一
六
六
〇
）
を
自
分
の
蘭
書
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
、
吉
雄
に
解
題
を
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
初
版
は
平
戸
の



 

11 

松
浦
史
料
博
物
館
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
巻
頭
の
肖
像
図
集
か
ら
ピ
タ
ゴ

ラ
ス
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
三
人
を
選
ん
で
研
究
し
た
の

は
、
通
詞
本
木
良
永
で
し
ょ
う
。
静
山
公
は
書
中
に
見
出
し
た
十
字
架
図
に
注

目
し
ま
し
た
が
、
キ
リ
ス
ト
受
難
図
も
キ
リ
ス
ト
生
誕
図
も
す
で
に
抜
き
取
ら

れ
て
、
欠
落
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
洋
風
画
家
司
馬
江
漢
は
天
明
八
年
（
一
七

八
八
）
に
平
戸
で
松
浦
公
所
蔵
の
「
紅
毛
書
数
々
拝
見
」
し
た
と
自
慢
し
て
い

ま
す
が
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

吉
雄
旧
蔵
本
は
現
在
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
大
槻
玄
沢
の
門
人
山
村
才
助
の
手
沢
本
と
な
り
、
世
界
地
理
書
『
訂
正
増
訳

采
覧
異
言
』
（
一
八
〇
二
年
頃
成
立
）
や
説
話
集
『
西
洋
雑
記
』
（
一
八
〇
三

年
序
文
）
の
典
拠
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
タ
イ
ト

ル
ペ
ー
ジ
の
み
な
ら
ず
、
挿
絵
を
目
当
て
に
本
文
が
多
数
、
無
惨
に
抜
き
取
ら

れ
て
お
り
、
才
助
の
訳
業
の
跡
を
十
分
に
た
ど
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
オ
ラ

ン
ダ
の
古
書
店
で
見
つ
け
た
同
一
版
の
完
全
本
（
全
五
六
一
葉
、
本
文
の
銅
版

挿
絵
三
〇
七
図
）
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
計
三
〇
五
葉
（
図
版
六
葉
と
本
文
の

挿
絵
二
八
五
図
を
含
む
）
が
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
厚
さ

八
セ
ン
チ
の
大
冊
が
、
四
セ
ン
チ
に
や
せ
細
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

本
書
は
寛
政
元
年(

一
七
八
九
）
ま
で
に
江
戸
に
も
た
ら
さ
れ
、
森
島
中
良

『
万
国
新
話
』
（
寛
政
元
年
刊
）
所
載
ロ
ー
ド
ス
島
「
巨
銅
人
」
図
、
司
馬
江

漢
「
ゼ
ウ
ク
シ
ス
葡
萄
写
生
図
」
（
寛
政
元
年
）
、
石
川
大
浪
の
「
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
像
」
（
一
七
九
九
）
お
よ
び
「
西
洋
天
地
開
闢
図
」
、
司
馬
江
漢
『
和
蘭

通
舶
』
（
一
八
〇
五
）
所
載
ロ
ー
ド
ス
島
「
銅
人
之
図
」
な
ど
の
典
拠
と
な
り

ま
し
た
。
「
西
洋
天
地
開
闢
図
」
を
除
い
て
原
図
が
い
ず
れ
も
本
書
か
ら
消
え

て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
抜
き
取
ら
れ
た
紙
葉
の
う
ち
に
は
、
前
後
の
ペ
ー
ジ
の
片
隅
に
わ

ず
か
に
映
さ
れ
た
朱
色
の
痕
跡
か
ら
、
吉
雄
幸
左
衛
門
が
片
隅
に
朱
筆
で
マ
ー

ク
を
し
た
紙
葉
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
り
ま
す
。
こ
れ
を
完
全
本
で
確
認
す
る

と
、
挿
し
絵
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
画
伯
ゼ
ウ
ク
シ
ス
と
パ
ラ
シ
ウ
ス
の
腕
比
べ

の
図
、
お
よ
び
世
界
開
闢
以
来
三
九
四
七
年
に
救
世
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が

生
誕
し
た
厩
の
図
を
掲
載
し
た
紙
葉
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

 

索
引
と
本
文
へ
の
書
き
入
れ
、
お
よ
び
『
西
洋
雑
記
』
に
訳
出
さ
れ
た
箇
所

か
ら
判
断
し
て
、
山
村
才
助
は
完
全
な
状
態
の
本
書
を
読
解
し
、
と
り
わ
け
聖

書
の
創
世
記
に
も
と
づ
く
開
闢
説
と
バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
ペ
ル
シ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、

ロ
ー
マ
の
古
代
史
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
を
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
す
。

本
書
が
や
せ
細
り
だ
し
た
の
は
才
助
の
死
亡
し
た
一
八
〇
七
年
以
降
で
し
ょ

う
。 

 

一
方
、
一
八
一
三
年
に
は
平
田
篤
胤
が
講
談
「
古
道
大
意
」
に
よ
っ
て
、
日

本
が
神
国
で
あ
る
こ
と
を
説
き
始
め
ま
し
た
。
間
接
的
で
は
あ
れ
、
篤
胤
の
比

較
文
明
論
に
強
い
刺
激
を
与
え
た
の
は
、
才
助
が
読
み
解
い
た
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー

ト
『
史
的
年
代
記
』
の
開
闢
説
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

  
 

松
田
清
のto

n
sa 

日
記 

// B
log R

an
gaku

 

蘭
学 b

y K
iyoshi M

atsu
d

a  
20

0
9-03-21

よ
り 

 
 

転
載 

（
ア
ク
セ
ス
日 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
） 
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山
村
才
助
展
示
目
録 

一
．
夢
遊
漫
筆 

 

一
冊 

写 
[

書
写
地
不
明] 

[

山
村
子
明
自
筆]

 

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
） 

[

六
十]

丁 

挿
図 

20.5×1
3cm

 

元
表
紙
の
墨
書
「
甲
寅
之
歳
春
正
月
初
三
于
時
／
西
洋
暦
數
一
千
七
百

九
十
四
年
／
小
東
洋
耶
波
你
亜
國
後
学
山
昌
永
小
明
書
」 

後
表
紙
見
返
し
に
「
右
夢
遊
漫

筆
は
余
程
の
巻
数
成
し
を
去
る
申
歳
黄
備
の
上
屋
敷
よ
り
失
火
に
て
悉
く
焼
亡
し
終
始
幸
に

此
一
冊
け
し
く
づ
し
や
不
知
今
秘
蔵
し
て
侍
ぬ
／
嘉
永
六
癸
丑
年[

一
八
五
三]

月
／
鵜
川
醉

翁
蔵
」
の
墨
書
あ
り 

印
記
「
狩
野
氏
圖
書
記
」
「
鵜
羽
蔵
書
之
印
」
他
二
印 

（
一
〇
―

〇
五
／
ム
／
一
貴
、
三
四
九
二
八
三
）
（
平
成
二
十
一
年
度
貴
重
書
指
定
） 

 

二
．O

p
reg

t o
n

d
erw

ys va
n

 d
e lett

er-ko
n

st : b
ekw

a
a

m
 o

m
 a

lle perſoonen 

in ko
rten ti

jd w
el en

de volko
m

elijk te leeren sp
ellen en lezen, a

lw
aa

r 't oo
k da

tze in h
aa

r 

jeu
gd n

og A
 nog B

 g
eleerd ha

dd
en

, ten d
ien

ſt va
n alle g

em
eyn

e schoo
len en sch

oo
l-

m
eeſteren

, bekno
p

telijk t'za
m

en
 g

eſteld / d
oo

r B
. H

a
kvoo

rd 

To
t A

m
sterd

am
 : b

y Jo
an

n
es K

an
new

et , 1752  
56p

. : ill. (w
o

o
d

cu
t) ; 14.5

×
10cm

. (8vo
)  

（
オ
ラ
ン
ダ
／
Ｋ
Ｓ
／
四
四
三
／
二
、
九
四
〇
八
三
七
四
一
）
（
平
成
二
十
二
年
度
貴
重
書

指
定
） 

 

三
．H

isto
risch

 C
h

ro
n

yck. *V
o

l.1
+  

 

Jo
h

. Lo
d

ew
. G

ottf
ried

's H
isto

risch
e kro

nyck :verva
tt

end
e d

e alderg
ed

en
kw

aa
rd

igh
ste 

g
esch

ied
en

issen
 van

 d
en

 a
en

va
ng

h
 d

er sch
ep

ping
h to

t op
 't ja

er C
h

risti
 1576 : in

 een
 

n
ett

e o
rd

re g
eb

rag
t n

a d
e verd

eelin
gh va

n d
e vier m

on
a

rch
ien

, en
 d

e bo
nd

igh
ste ja

er-

reken
in

gh
. 

Te Leyd
en

 : b
y P

ieter van
der A

a,  
*1

698+  
1vo

l. : ill. ; 35.5
×

23.5cm
. 

（
五
―
〇
／
Ｈ
三

貴
、
一
五
三
三
六
五
） 

 

菊
池
三
渓
展
示
目
録 

一
．
学
聚
堂
叢
書 

 
 

二
十
二
冊 

写 
[

書
写
地
不
明]

 

菊
池
三
溪[

自
筆] 

2
2.8

×
1

6
.0cm

 

版
心
に
「
學
聚
堂

藏
」
と
あ
る
罫
線
入
り
半
紙
を
使
用
の
冊
、
丁
あ
り 

菊
池
左
馬
太
郎
寄
贈
本 

内
容
：
一  

随
園
文
鈔
／
以
下
詩
文
抄
録
、
二 

山
陽
文
稿
／
以
下
詩
文
抄
録
、
三 

竒
絶
志
／
元
明
史
略
／

以
下
詩
文
抄
録
、
四 

詩
文
雑
抄
、
五 

詩
文
抜
抄
、
六 

詩
文
雑
抄
、
七 

夜
航
餘
話
／
東
陽
居

士
著
、
八 

史
子
雑
説
／
百
衲
詩
話
／
以
下
詩
文
抄
録
、
九 

三
善
清
行
封
事
／
以
下
詩
文
抜

抄
、 

一
〇 

詩
文
雑
抄
、
一
一 

籌
海
私
議
／
海
防
私[

束]

／
以
下
詩
文
抄
録
、
一
二 

葛
因
是

等
小
傳
／
以
下
詩
文
抜
録
、
一
三 

詩
文
抜
抄
、
一
四
―
一
五 [

讀
留
侯
傳
等]

、
一
六 

枕
山
詩

ニ
論
／
拙
堂
文
話
／
以
下
詩
文
抄
録
、
一
七 

小
倉
山
房
文
約
／
以
下
詩
文
抄
録
、
一
八 

記
福

田
晋
一
遭
厄
事
／
以
下
詩
文
抄
録
、
一
九 

詩
文
雑
抄
、
二
〇 

詩
文
抜
抄
、
二
一 

詩
文
雑
抄
、

二
二 

詩
文
随
鈔
、
二
三 

詩
文
雑
抄 

（
四
―
〇
二
／
カ
／
七
貴
、
一
五
〇
八
二
）
（
平
成
二

十
二
年
度
貴
重
書
指
定
） 

 

二
．
近
世
古
文
所
見
集 

二
巻 

 
 

一
冊 

写 
[

書
写
地
不
明]

 

菊
池
純(

三
渓) [

自
筆] 

明
治
六
年
頃
（
一
八
七
三
）22.3

×

15.4cm
 
 

版
心
に
「
學
聚
堂
藏
」
と
あ
る
罫
線
入
り
半
紙
を
使
用 

巻
一
、
巻
二
を
一
冊
に

合
綴 

菊
池
左
馬
太
郎
寄
贈
本 

（
四
―
〇
二
／
キ
／
五
貴
、
一
五
〇
八
四
）
（
平
成
二
十

二
年
度
貴
重
書
指
定
） 

 

三
．
晴
雪
楼
雑
稿 

一
冊 

写 
[

書
写
地
不
明]

 

菊
池
三
渓[

自
筆]

 

明
治
十
九
―
二
十
一
年
頃[

一
八
八
六
―

一
八
八
八]

 

一
二
三
丁 

23.2
×

1
5.3cm

 
 

菊
池
左
馬
太
郎
寄
贈
本 

（
四
―
〇
五
／
セ
／

二
貴
、
一
五
一
四
一
） 

※
当
館
所
蔵
の
菊
池
三
渓
自
筆
稿
本
に
つ
い
て
は
、
福
井
辰
彦
氏
「
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
菊
池

三
渓
自
筆
稿
本
目
録
（
一
）
―
（
三
）
」
（
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
二
四
―
二
六
号
、
二
〇
一

〇
年
九
月
―
二
〇
一
一
年
九
月
）
に
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
福
井
氏
の
研
究
業
績
を

受
け
て
、
福
井
辰
彦
編
『
菊
池
三
渓
自
筆
稿
本
目
録
』
を
当
館
よ
り
発
行
予
定
で
す
。 



 

  

 
京
都
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、
貴
重
書
指
定
基
準
に
従
い
、
貴
重
書
／
普
通
書
の
区
分
を
行
い
図
書
を
保
存
・
管
理
し
て
い
ま
す
。 

 

本
展
示
資
料
の
内
、
「
夢
遊
漫
筆
」
「
レ
ッ
テ
ル
・
コ
ン
ス
ト
」
「
学
聚
堂
叢
書
」
「
近
世
古
文
所
見
集
」
は
、
平
成
二
十
一
年
度
・
二
十
二
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
当
館
委
員
会

の
検
討
を
経
て
貴
重
書
指
定
を
受
け
た
資
料
で
す
。
特
に
「
夢
遊
漫
筆
」
「
学
聚
堂
叢
書
」
「
近
世
古
文
所
見
集
」
は
、
当
館
で
受
け
入
れ
た
時
に
は
普
通
書
と
し
て
長
ら
く
館

外
貸
出
な
ど
も
行
わ
れ
て
き
た
資
料
で
す
が
、
本
学
ゆ
か
り
の
研
究
者
達
に
研
究
さ
れ
る
中
で
資
料
価
値
を
見
出
さ
れ
本
学
教
員
の
推
薦
に
よ
り
貴
重
書
指
定
を
受
け
る
に
至
り

ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
今
回
の
展
示
で
は
、
当
館
所
蔵
資
料
の
中
で
も
す
で
に
世
間
的
に
資
料
価
値
が
定
ま
っ
た
〝
ス
タ
ー
″
資
料
で
は
な
く
、
や
や
地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
今
ま
さ
に
研

究
対
象
と
し
て
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
生
き
生
き
と
し
た
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
究
者
か
ら
研
究
者
へ
、
時
を
超
え
て
学
問
へ
の
情
熱
は
図
書
館
を
介
在
に
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

本
展
は
、
本
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
の
松
田
清
教
授
と
、
立
命
館
大
学
文
学
部
の
福
井
辰
彦
講
師
の
研
究
に
依
拠
し
て
い
ま
す
。
展
示
資
料
に
関
し
て
も
様
々
に
ア
ド
バ
イ

ス
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

松
田
清 

（
ま
つ
だ 

き
よ
し)   

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授 

 
 

略
歴 

     

   

  
 

研
究
分
野 

 
 
 

日
本
洋
学
史
、
日
欧
知
識
交
流
史
、
書
誌
学
、
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り 

 
 

主
著
、
論
文
等  

『
洋
学
の
書
誌
的
研
究
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
佐
賀
鍋
島
家
「
洋
書
目
録
」
所
収
原
書
復
元
目
録
』
（
二
〇
〇
六
） 

                   

『
杏
雨
書
屋
洋
書
目
録
』
（
武
田
科
学
振
興
財
団
、
二
〇
〇
六
） 

                   

『
京
都
大
学
所
蔵
近
代
教
育
掛
図
目
録
』
（
共
編
、
二
〇
〇
七
） 

福
井
辰
彦 

(

ふ
く
い 

た
つ
ひ
こ
） 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
科
日
本
文
学
専
攻
講
師 

 

略
歴 

 

 
 

 

 

研
究
分
野 

 
  

 

日
本
近
世
文
学
、
日
本
近
代
文
学
、
日
本
漢
文
学
、
和
漢
比
較
文
学 

 

主
著
、
論
文
等 

 

「
あ
る
儒
者
の
幕
末
―
菊
池
三
渓
伝
小
攷
」
（
『
論
究
日
本
文
學
』
八
九
号
、 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
〇
〇
八
年
十
二
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
も
う
一
人
の
お
伝
―
菊
池
三
渓
「
臙
脂
虎
伝
」
に
つ
い
て
―
」
（
『
日
本
近 

    
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

代
文
学
』
八
二
号
、
二
〇
一
〇
年
五
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
立
命
館
大
学
蔵
山
田
美
妙
旧
蔵
書
お
よ
び
美
妙
書
入
本
『
此
ぬ
し
』
に
つ
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
て
」
（
『
論
究
日
本
文
学
』
九
二
号
、
二
〇
一
〇
年
五
月
） 

貴
重
書
指
定
に
至
る
ま
で 

監
修
者
紹
介 

一
九
七
〇
年 

名
古
屋
大
学
文
学
部
文
学
科
（
仏
文
学
専
攻
）
卒
業 

一
九
九
四
年 

京
都
大
学
教
授
（
総
合
人
間
学
部
） 

二
〇
〇
〇
年 

フ
ラ
ン
ス
国
立
社
会
科
学
高
等
研
究
院
客
員
教
授 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
～
二
〇
〇
〇
年
） 

二
〇
〇
三
年 

京
都
大
学
教
授
（
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
） 

一
九
九
七
年 

京
都
大
学
文
学
部
文
学
科
（
国
語
学
国
文
学
専
攻
）
卒
業 

二
〇
〇
八
年 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
科
日
本
文
学
専
攻
講
師
（
現 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

在
に
至
る
） 



編
集
・
発
行 

 
 
 
 
 
 

京
都
大
学
附
属
図
書
館 

 
 
 
 
 
 

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町 

  
 
 
 
 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日 

表表紙   『学聚堂叢書』第二十一冊「新選絶句格」 Opregt onderwys van de letter-konst 

裏表紙   Opregt onderwys van de letter-konst 


